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場から COPD の成因,特徴を明らかにす る
ため以下に述べるような種々の検査を行なって
来た｡ 即ち, 第 1表 は検査対象とした83例 の
COPD と56例の対照群との分類を示すもので,













に示 したが,COPD 群においては Be群 に高
値を示す症例が最も多く,1･5g/dl以上の高値
のものが50%に達 し,Cbがこれに次いで高か
ったが,一方 As および Peの両群では一般に
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第2図 各種肺疾患における血清γグロブリ
ン測定値
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第2表 COPD 患者末栴血中Tリンパ球の測定成績
数
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第4表 α1antitrypsin欠 損 症 例
血清 αlAT測定値














第 5図に示したように,COPD に属する Pe,
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差異を認めなかった ことよ り, Asを除 いた






















一方ア トピ｢型気管支嘱息患者につ い て は他
の COPD患者に見られたような細胞性免疫の
低下が認められなかったことより,肺機能的に












清 α1ATの値を測定 し, 欠損症の検出に努 め
た｡検査方法としては先ず James法6)に よ っ





の α1AT 欠損症と思われる症 例 を 検 出 し得
た｡これらの患者の病名は気管支噛息 1例,柿
線維症 2例, じん肺症 2例,肺結核症 1例で,
Erikssonの報告に 見 られたような 肺気腫或い
は慢性気管支炎と思われる症例は認められなか
った｡




は他の COPD と全 く異っているため,免疫学
的には両者は相異 した疾患であると思われる｡
我々が研究対象とした COPD症例中には無
あるいは低 γプロプ リン血症, 又は αlAT欠
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